
個が生きる社会科授業と評価
-自己評価力の育成をめざした試み一

上之園　　強

1.個が生きる授業と自己評価力

社会科における個が生きる授業を以下のようにとらえている。

「児童が意欲的に社会事象に取り組み,それぞれの見方や考え方に基づいて自分なりの方法で追求

し,より深い見方や考え方を児童自身が培っていく授業」

このように児童自身が主体的に取り組み,自分らしさを発揮して,より深まる授業を「個が生き

る授業」ととらえているが,その基盤をなすものは,児童一人一人の学習に対する意欲であるとと

らえている。それは,自ら学ぼうとする意欲があってこそ,自分らしい学習ができ,より確かな見

方や考え方を培うことができると考えているからである。従って,個が生きる授業づくりにあたっ

ては,まず児童の学習への意欲を引き出すことが必要とされる。

また,その意欲に支えられて学習した成果を,児童自身が自覚することによって,学び得たこと

の満足感をもち,新たな学習意欲が生まれてくると考えている。従って,個が生きる授業づくりに

あたっては,児童自身が「自分自身の現状を自覚してよりよい方向に進んでいく力」,言いかえれ

ば「自分自身の現状を冷静に評価していく力」を培っていくことが大切である。このように,自分

自身の現状を冷静に評価し,自分自身でよりよく進んでいこうとする力を培っていくことによって,

最終的には「自立した学習」のできる児童を育てていけると考えている。

上記のことをふまえ,個が生きる授業づくりにあたっては,下記の二つの視点から授業づくりの

ありかたをさぐっているが,ここでは自己評価力の育成の視点に焦点をあてて述べていく。

①自ら学ぶ意欲・態度の喚起と持続の視点から。

②自己評価力の育成の視点から

2.自己評価力の育成にあたって

児童はそれぞれに意欲を持った伸びようとする存在であるという前提にたって,自己評価力を次

のようにとらえている。

「自分 自身の力を正 しくとらえ,誤 りや不備を修正 した りよさを認め,よ りよく伸ば して行く力」

この自己評価力は, 一人よが りではな く, 他者か らの評価, つま り友人や教師か らの評価 も

取 り込 んで最終的には自分自身を伸ば してい く力であるととらえている。

自己評価力を育成していくためには,児童みずから自分自身を評価していける場面を学習の中に

設定し,繰り返しの中で育てていくことが大切であると考えている。

そのためには,まず,課題に対して「自分自身の考え」を持ち,その変容を自分自身で自覚して

いくことが求められる。したがって,自己評価力の育成にあたっては,児童自ら学ぶ意欲的な追求

過程を基盤にすえて,そのなかで特に,課題に対する「自分自身の考え(予想)を持つ場」を重視

する。次に,追求過程では「その変容に自分自身で気づいたり,あるいは他との関わりの中で気づ

いたりできる展開」を工夫していく。そして,「学習をふりかえる場」を単元の中に適時適切に位

置づけ,自分自身の考えの変容をとらえたり,追求方法の検討をおこなわせていく。

以上の考え方にもとづいて,本実践の仮説(取り組みの重点)を次のように設定した。
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仮説1

課題 に対する予想の場を重視 し, 一人ひ とりが 自分の予想 (考え) を持つな らば, 児童は

その予想をにそ って追求 し, 修正, 付加 しなが ら深めてい くのではないか。

学習 をふ りか え る場 を重 視 し, 一人 ひ と りが学習 成果 を 自分 の予想 と比べ るな らば, 児童

は 自分 な りの深 ま りを 自覚 し, 満 足感 に基 づいて次 へ の方 向性 をみ いだ してい くのでほ ない

か。

自ら学ぶ意欲・態度を育てる学習の構造(1時間および1単元)　(資1)

学　 習　 過　 程 児童の意欲や活動 教師の留意すること

課 (社会事象との出会い) (教材の開発, 提示の工夫)課題の把握
題 ・驚き, 矛盾, とまどい ・ほどよい抵抗感のある教材】
把 自分の予想 ・知的葛藤, 知的好奇心 ・具体的で心情のゆれをひきおこす

握 ●自分なりのめあての設定 ・主体的追求に向かえるものl

追

求

J

ひとり学習

全 員 学 習

(自己に挑戦) (自力解決させる工夫)

・試行錯誤 ・時間の保障

●自分なりの考えの深まり ・調べ方の示唆

・試行錯誤の容認

(確かさへの追求) (集団で思考 し深める工夫)
●他への共感, 受容, 批正 ・深化, 拡散をうながす発問

●学習内容の深化, 修正 ・子どもの調べ学習を生かす展開

・自己表現 ・ ・自己表現をうながす姿勢づくり

ま

と

め

J (成果の確認) (個に応 じた評価の工夫)

ま　 と　 め

1

評　　　 価

発　　　 展

●内容の深まり, 広がり ・・学習意欲,.学習方法, 取 り組への

●学習方法の吟味 着目

●満足感, 達成感 ・学習内容の変容への着目

●新たな追求意欲 ・他者からの承認の位置づけ

●印の意識を児童自身が自覚できるような場作りをしていくことが自己評価力の育成

につながると考えている。

3.自己評価力の育成に視点をあてた実践　　第6学年小単元「官営工場」

(1)ねらい

明治政府は,外国におとらない豊かで強い国をめざして,製糸工場などの官営工場をつくったこ

とを理解させる。

(2)展開の大筋・・・資料2

(3)展開の実際

「課題に対して自分の予想を持つ場」

「富岡製糸場」の絵を提示し,児童から素朴な気づきを引き出した後に,江戸時代の「手工業に

よる織物工場」の絵と比較させて,富岡製糸場の特徴を次のようにとらえさせた。
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資料2

展開の大筋　()は時間

過程 主な学習内容と活動 児童の意識 指導上の留意点

諜
1　明治政府が官営工場をつくったこ ・ 江戸時代と違い、 ○　 官営工場の様子をとらえやすくす
とを知る。

・全国 1 3 筒の官営工場

機械を使った工場だ るために以下の点に留意する。
鮨 な ・富岡の製糸工塙の絵を提示し、児

の l 童の素朴な気づきを引き出す。
把 ・紡績　 製糸　 造船 ・　 どうして、こんな ・江戸時代と比較して、その特徴 (
据
l

課

・外国をまねた工場 工垣をつくったのだ
ろう。

l

機械化、外国制) をおさえる。

2　 明治政府が官営工場をつくったの ○　 官営工唱について、つくった目的
はどうしてか予想する。　 ( 1)

①一人ひとりが予想する

を予想する堰を設ける。その際一人
髄 ・ 工唱をつくったの 一人が自分の予想を持てるように次

へ は、0 0 ではないか

l

の点に留意する。

の ・産業をおこすため ・時間を十分にとり、一人ひとりの
予 ・外国に劣らないため 考えを引き出す。
想 ・便利で豊かな国づくりをめざして

②一人ひとりの予想を出し合い吟味

・　 ○○の考えもある ・自分の考えをノー ト書 く甥を設定
を のか、なるほど し整理させる。
持 ・　 0 0 の考えはおか ・予想については、まず自由に発表

つ
l
予

する。 しいのではないか させ、次に互いの予想について、
吟味 しあう場を設定する。

○　 官営工場をつくった目的について3　 明治政府が官営工場をつくったの l
想 はどうしてか予想にそって追求する ・ 0 0 の資料で調べ 次の手順でとらえさせていく。

に ( 1) てみるぞ ・児童ひとりひとりが確かめる資料

そ ①一人ひとりが予想にそって追求す l を見つける。

つ る ・　 わかってきたぞ、 ・児童の見つけた資料を基盤にして

て ・外国におとらない豊かで強い国づ 予想があっているぞ 全員でそれぞれの予想を確かめる
追 くりをめざして ・ 予想と遭うぞ ・当時の米欧の様子や大久保の手紙
求 ・財源を安定させて産業をおこす。

②調べたことを出し合いみんなで、

l で補足する。
す ・　 なるほどそうこと ○　 追求の足跡が残るようにノー ト記
る もあるのか 述の基本的な約束を以下のようにす
l
成
東

それぞれの予想を検証する。 ・よくわかってきたぞ る。

・課題と自分の予想
・調べたことと根拠となる資料4　 明治政府が官営工場をつくったの l

を はどうしてかについてまとめ、自分 ・　 自分はこんな考え ・学習成果に対する自分の感想
ま の予想と比べる。　　　　 (1 )

・豊かで強い國作りのための諸政策
・各自の内容の変容の認識

方をしていたんだな の記述
と ・　 自分は、これだけ ○　 ふりかえる学習については十分に
め
る

深まったんだな 時間をとり、変容を自覚させる。

・政府がつくった官営工場

・外国の新しい技術を取り入れた機械

・外国から招いた技師

児童が江戸時代とは異なる近代的な工場の特徴をとらえたところで,このような特徴をもつ紡績・

製糸,造船などの官営工場を全国13カ所に設置したことを説明した0そして,次のような発問をお

こない児童の考え(予想)を引き出してみた。「新しい政府がこのよう特徴をもつ官営工場をつく

ったのはどうして七しょう。」児童の予想を引き出すにあたっては,考える時間を十分にとり,ノ

ートに記述させてみた。そして,一人ひとりが自分なりの予想を持った段階で出し合ってみた0以

下はそのおもなものである。

(ア)日本の工業は遅れているので,早く外国に追いつきたいから0

・外国から買うのではなく,自分の国でつくりだせるようになりたいため0

・鎖国の問に,外国と比べていろいろな産業に大きな差ができたので0

(イ)外国に負けないくらいの強い国になりたいた軋産業をおこしたいから0

・ペリーが浦賀にやってきた時に,軍事の力の差を感じてくやしかったから

・次は条約で不利になりたくないから

・外国が攻めてきたときにそなえて,

(ウ)五か条の御誓文にあるように,国をさかえさせるため0
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(ェ)明治時代になって,お金に余裕ができて豊かになったからつくることができた。

児童が予想を発表し終えたところで,それぞれの予想が正しいかどうか互いに吟味しあうことに

した。その結果ア,ィ,ウの目的については,全員の賛成を得られたが(ェ)のつくることのでき

た条如こついては,賛成7人,反対28人で意見が分かれた。賛成の考えは「お金に余裕がなければ

こんな近代的な工場は作れない」というものであり,反対の考えは「豊かになりたいからこそ無理

してつくる」というものであった。どちらも根拠がはっきりしないため,追求の場では,工場をつ

くる財源についても明らかにしていくことを確認して学習をすすめた。

「自分の予想にそって追求する場」

①児童一人ひとりが自分の予想にそ.って追求する場

自分の予想が正しいかどうか,まずは自分自身で調べることにした。追求にあたっては,事実の

羅列をさけて学習に深まりをもたふていくことと学習後に予想を起点として,学習成果がみてとて

るように記述の方法を以下のように確認した。

1日分の予想を明記する

2根拠となる資料を明記する。

3調べたことは自分なりのまとめ方で記述する。

4わかったことをについて,自分の感想を記述

する。

②自分の調べたことをもとにそれぞれの予想を

検証する。

集団で予想を確かめていく場合,それ以前の

ひとり学習で得た資料や考え方を生かしていか

なくては,児童の追求意欲や学習の深まりは期

待できない。そこで「官営工場をつくったのは

どうしてかわかりましたか。自分の予想と比べ

てどうでしたか」と発問し,児童の学習成果を

引き出してみた。児童は「予想どおりだ」「い

や少しちがっていた」と言いながら,自分で見

つけた資料をもとに官営工場をつくった目的や

財源について発表してきた。発表では,児童が

互いに調べあっているため,関連した発表や補

充する発言は続きより深い事実のとらえをする

ことができた。

このような段階で,児童の学習成果をより確

かなものにしていくために,殖産興業をめざす

政府高官の話や日本よりほるかに進んでいる諸

外国の様子を写真や文章資料を活用して,補足

～調べてみて～
教科書Pll～12

日本はおくれて
いる。イギリス
はすごい。

一　書国強兵_
//↓、＼

日本を強くすること

・「外国に早く追いつくためには,国力を高
め近代工業をおこすことが大切」と書いて
あり,近代工業をおこすために,大久保利
通がイギリスに行き.「イギリスの都市に
は,必ず工場がある。イギリスが豊かで,
強いわけがわかった」と書いてある。

貨幣や銀行の制度を整えた。

資料集P63
・世界の進んだ国に追いつくため
・工場を作るためのお金は,☆地租改正によ
って入ってきた。

☆地租改正…土地に対する税(地租)の改正
をおこなった。

おらの土地から
も税をとるのか?

うーん
うーん

こんど地租改正
をおこなった。
この土地の
税をたせ

地租改正で入っ
たお金で,官営工
場をつくりましだ。
これで外国におい
つくぞ-

バーイ私技師デース
年給〇億円デース
もうかっているのデース
ワッノ、ッ′、-

説明を行っていった。ここでは,「米欧視察中の大久保利通の手紙」と「ニューヨークの高架鉄道

の写真」「スエーデンの製鉄工場」を提示した。

「自分の予想と比較して学習をふ-りかえる場」

全員で予想を確かめ,官営工場をつくった目的やその財源を明らかにしたところで,学習してわ

かったことをまとめさせてみた。そして,予想した段階と比べて,自分がどう深まったかを自覚さ

せていくために,「学習してわかったことについて,自分の予想と比べて思うこと(感想)・を書き
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なさい。」と発問し,ノートにまとめさせてみた。

児童は自分のノートを手がかりにしながら学習

をふりかり,予想と比べながら感想をまとめてい

った。右の感想はその一例である。

児童が,自分の予想と比べながら学習をふりか

えり,自分なりの深まり方を自覚していることが

うかがえる。そして,そのなかから新たな疑問や

見方を持ちつつあることもうかがえる。

4.考察

本実践は,「児童一人ひとりが自分なりの予想

を持つこと」と「ふりかえりの場で自分の予想と

比較して感想を書くこと」を重視した試みである

が,この試みが自己評価力を育成するうえで効果

があったのかどうか,児童のアンケート結果とノ

ート記述をもとに考察してみたい。アンケートで

は,「○○の学習をまた,やりたいですか」と意

欲の度合を問いかけることによって,児童がその

時どのような意識を持っているのかを探っていき

たい。

思ったこと

ぼくは,予想していたことと同じだった
のですが,やっぱり豊かな国,強い国にし
たかったと書いてありました。工業をおこ
し,しかも,徴兵令までだしてよほど,大
久保利通たちが,アメリカ,ヨーロッパを
見て回った時に,日本はおくれている,早
く世界の国々においつかねはと思ったのだ
と思います。それと,政府には,お金がな
かったので地租改正をして,農民などの人
たちの土地から,どんな不作の時でも必ず
3%の税をとって,予算を,安定させてい
ると書いてあるのを見て,土地の持ち主は,
文句がいいたかっただろうなあと思いまし
た。地租改正の文の中に,土地を持ってい
るものが税をおさめると書いてあったので,
このころもし,アパートやマンションがあ
ったら,そこに住んでいる人は,税をおさ
めなくてよくて,そこの土地の持ち主だけ
がはらえばいいのだから,少し,持ち主は
かわいそうだけどいいなぁと思いました。
この明治政府の政治の方針を見て来て,こ
のやり方と,江戸幕府の方針をくらべると,
明治政治の地租改正と江戸時代の,五公五
民どっちがいやかなあと思ったりして,明
治政府がおこなった政治は,いいことばか
りではないなあと思いました。

仮説の(1)「児童一人ひとりに自分なりの予想を持たせることによって,どのような効果があ

るのか」について

児童一人ひとりが自分なりの予想を持つ場では,まず自分自身で予想し,次にその予想を互いに

出しあって,より深い自分の予想をもつという二段階をふんでおこなってみた。この二つの場面に

対する児童のアンケートはどちらも35人がまたやりたいと答え,そのその主な理由として次の点を

あげている。

主な理由

予想を持つこと
〇日分の考えを持つとうれしい,やる気のきっかけになる。
〇日分の予想を持っていると調べる時にやる気がでてくる。

〇日分の予想を持っていると正しいや、どうかしっかり調べ
ていこうとする。

〇日分の予想を持っていると確かめの時,できてもできな
くてもなるほどと思う。

○最後の学習で振り返る時,最初の自分との違いがわかる。

資料⑥のア　　　　　(Tさん)
自分で各自考えを持っていないと,授業がおもしろくな

いし,予想することによって,○意見のだしあい〇一人学
習○確かめ○感想などの授業にやる気がもてていいと思い
ます。予想することによって,その資料を集中して,しっ
かりと見ようとするし,予想を持つと,あとからのことも
感心できる(納得のいくまでしっかりと勉強や一人学習,
確かめなどいろいろとうちこむことができる)ので,やっ
ぱり予想がないといまの学習方法がひきたたないし,やる
気ももてないと思います。予想はやる気をもつためのきっ
かけになります。

資料⑦　　　　　　　主な理由
予想を出し合うこと

○賛成や反対の予想あり,考えを広げたり変えたりできる。
○予想について賛成や反対を言い合っているうちに自分に

自信がでてくる。
○予想について賛成や反対を言い合っているうちに

「よしやるぞ」という気分なる。
○友だちの予想を聞いていると,後で調べている時に「あ

あ○○さんの考えが正しいんだ」と思ってわかりやすい。

資料⑦のア　　　　　(Hさん)
それは,自分の意見があっていたかなとか,自分の意見

だけでなく,友達の意見もたくさん聞けるからです。それ
に,予想をだしあっているうちに,
「えっ?」とか,「へえーよく考えたね」
などとよく思うからです。また,「それはちがうんじゃな
いの?」などとでると賛成意見や反対意見がでてきてはく
力があった授業になって楽しいからです。

それに言い合っているうちにだんだんわかってくるよう
な気がします。それはというと,自分が予想しているうち
に,「これは,どうだったけ?」などのわからない問題が
でてきたとき友達の意見を聞くと,「あーそうか。」などと
いう気持ちになれるからです。そういうわけで,みんなと
言い合うのはメラメラと「やるぞ!」という気分に自然に
なれるからです。
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この結果から,児童は自分自身の予想を持つことによってi学習の主体者としての自覚を深吟,

自分自身の考えの正しさを証明しようと学習に意欲的になることがうかがえる。また,調べていく

際に,自分の予想を基盤にすえて共感したり,納得したりして,自分の考えを深かめたり,修正し

ていることがうかがえる。　仮説の(2)「学習成果と自分の予想とを比べる場を位置づけること

によって,どのような効果があるのか」について

「ふりかえって予想と比べる学習」をまたやりたいですかという問いかけに対して33人がやりた

いと答え,その主な理由として次の点をあげている。

主な理由
資料⑧
〇日分の予想した考えがあっていたことがはっきりし

てうれしい二

〇間違っていてもそこがきっかけとなって学習したこ
とが深まる。

○最初の自分の考えとの違いがはっきりとして,学習
してわか?たことがよりわかりやすくなる。
・印象づけられ,いつのまにか整理される。
・自分の考えの足りなかったところがわかってくる。
・暗記でなく考え方の筋道がはっきりしてくる。

○学習したことに興味をもちたのしくなる。
○次の学習のもとになる考えがうまれてくる。
0学習している時の自分の気持ちがよみがえってくる

から。

このアンケートの意識と先の児童の感想ノート

から,「学習成果を自分の予想と比べる」ことに

資料8(M君)
予想が当たっていても外れていても,とにかく勉強の

ことが分かるし,自分が調べて分からなかったところを,
しらべていてわかったり,みんながどこからそのところ
がわかったか,教えてくれるので,「ああ,このと_ころ
からこういうのがわかるのだな。」と自分で足りなかっ
たことがわかるので,.こんなじゅ業をもっとやりたいで
す。

資料8(Sさん)
感想は私にとってまとめのようなものになっているの

で,やった方がいいと思います。

次の学習のもとになる考えもうまれ争のでいいと思い
ます。(見方をかえて)
.それから授業をふりかえり
「あそこがどうだった。」
「自分のまちがいはここ。」
「考えは合っていた。」

などがはっきりしてくるのでいい。

よって,児童は成果を得るまでの過程に日が向き,学習を深めていく過程において,自分の予想の

正しさを再認識したり,あるいは,その考えの不十分さを修正,補充しながら深めてきたことを自

覚していることがうかがえる。また,そのことが自分自身で学習を深めてきたという喜びや楽しさ

につながり,学習への新たな意欲や新しい角度からの考え方を生みだしていると考えられる。

あまりやりたくないといった児童の意識は,上記のようなふりかえることの良さを指摘しながら

も「自分がすでに知っている内容の場合,予想をするといっても予想が知っていることになり!そ

の予想と比べても自分の深まりがなく,自分の思いがもてない」といったものであった。

このことは,課題を設定する際の提示内容の吟味不足やある事象の背景や意味はすでに知ってい

る(整理されている)事項だけであるという児童自身の考え方によるものと考えられるム　したがっ

て今後の改善点としては,児童自身の考えを多様に引き出す課題設定の場の工夫と児童自身が物事

を多面的に見ていける姿勢づくりである。

以上のことから「自分自身の力を正しくとらえ,自分自身で誤りや不備を修正したりよさを認め

たりして,よりよく伸ばしていく」自己評価力を育成していくためには,まず学習に対する意欲を

喚起しそのことを基盤に据えながら,課題に対する自分なり▼の考え(予想)を持たせておくことが

重要ではないかと思われる。終末のふりかえる場においても,児童自身があらかじめ予想を持って

いないと,自分自身の何を修正してよいのか,あrるいほ,何を深めてよいのか自分自身で自覚して

いけないと考えられるからである。
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